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Ⅰ-１． 2011年3月期決算の概要

経営環境
　　　中国を中心にした新興国市場の成長に伴う輸出の増加や政府景気対策

により、緩やかな回復傾向が見られたが、円高の長期化や昨秋以降の景
気対策の縮小、さらには３月１１日に発生した東日本大震災の影響により
景況感は依然厳しく先行き不透明な状況のまま推移した。

業績の概要
　　　国内の新車用自動車電池及びフォークリフト用電池の需要が回復したこ

とや、アジアを中心とした海外事業が堅調に伸びたことにより高い利益水
準を達成した。また、車載用リチウムイオン電池が本格的に立ち上がった。
なお、東日本大震災の影響は軽微であった。
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Ⅰ-１． 2011年3月期決算の概要　　　　　　　　　

業績

+5211765　純利益

+3%11%8%　ROE

+2円 / 株

-12
+40
+36

+3
+73
+61

+253

増減

8円 / 株6円 / 株　配当

2,7252,472　売上高

176115　営業利益

2638　法人税等

143103　税前利益

459　特別損失

1310　特別利益

175102　経常利益

2010年度2009年度

（億円）
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Ⅰ-１． 2011年3月期決算の概要　　　　　　　　　

営業利益・経常利益・税前利益

＜経常利益の増加＞

①関係会社整理損
（三洋ジーエスソフトエナジー）

②その他

＜営業利益の増加＞

①持分法利益の増加　　　

②為替差損

③その他

①数量の変化

②鉛価格・売価変化　

③その他　　　

主な増減要因

+40

+73

+61

増減

+73
-30

-3

+61
+23
-16
+5

+40
+20
+1

176115　営業利益

143103　税前利益

175102　経常利益

2010年度2009年度

（億円）
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Ⅰ-１． 2011年3月期決算の概要

　中期経営計画の進捗状況
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（億円）

Ⅰ-２．2011年3月期決算

　セグメント別業績

増減2010年度2009年度

+17+135861,182691,047海外

+61+2531762,7251152,472合計

-1+27-42295-41268その他

+15+698465969590国内産業電池電源

+30+224858918567国内自動車電池

セグメント

利益
売上高

セグメント

利益
売上高

セグメント

利益
売上高
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Ⅰ-２．事業セグメント別業績

　国内自動車電池事業

•　猛暑、厳冬により補修用電池は堅調に推移

•　エコカー補助金等により上期の新車用電池は販売好調

•　東日本大震災の影響は軽微

48　5892010年度

+30　+22増減（10-09年度）

18　5672009年度

セグメント
利益

売上高

（億円）

+7

+9

+14

・ 数量の増加

・ 鉛価格・売価変化

・ 生産性向上

　合理化等

自動車
セグメント

主な増益要因
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Ⅰ-２．事業セグメント別業績

　国内産業電池電源事業

•　据置用電池および電源装置は前年を下回るが太陽光発電設備が拡大

•　フォークリフト用電池は需要が大幅に回復

•　東日本大震災の影響は軽微

（億円）

+4

+2

+8

+1

・ 数量の増加

・ 鉛価格・売価変化

・ 貸倒の減少

・ その他

主な増益要因

産業電池電源
セグメント

84　6592010年度

+15　+69増減（10-09年度）

69　5902009年度

セグメント
利益

売上高

（注）2010年度業績には特機事業の売上高67億円を含みます。
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Ⅰ-２．事業セグメント別業績

　海外事業

•　中国、東南アジアを中心に自動車・オートバイ用電池の販売数量が増加

•　欧米のオートバイ用電池の販売数量が回復

•　フォークリフト用電池の販売数量が増加

（億円）

+8

+11

-2

・ 数量の増加　　

・ 鉛価格・売価変化

・ 為替換算　

主な増益要因

海外
セグメント

86　1,1822010年度

+17　+135増減（10-09年度）

69　1,0472009年度

セグメント
利益

売上高
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•　2009年度は本セグメントに含まれていた特機事業は、2010年度から
　産業電池電源セグメントに移管するも、車載用リチウムイオン電池の
　 販売数量増加により売上高が増加　（2009年度 特機事業 売上高：58億円）

•　車載用リチウムイオンの減価償却費・研究開発費が増加

（億円）

Ⅰ-２．事業セグメント別業績

　その他

その他
セグメント

-42　2952010年度

-1　+27増減（10-09年度）

-41　2682009年度

セグメント
利益

売上高

（注）「照明」及び「消去又は全社」については、「その他」に含めております。
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Ⅰ-３．貸借対照表・キャッシュフロー

　貸借対照表

-27　・ 為替換算調整勘定+21　・ 投資有価証券の増加

+40　・ リース債務の増加

+16　・ 関係会社整理損引当

+1062,4742,368負債・純資産+1062,4742,368総資産

+37　・ 少数株主持分　

+92　・ 純利益および株主配当+82　・ 有形固定資産

+1041,2231,119純資産+1151,1921,077固定資産

+14　・ 退職給付金引当-30　・ その他

-70　・ 借入金+22　・ 棚卸資産

+21,2511,249負債-81,2811,289流動資産

増減額2011/3末2010/3末増減額2011/3末2010/3末

（億円）

負債は借入金が減少

純資産は当期純利益が増加

自己資本比率：43.8%(+0.9%)
負債・純資産

車載用リチウムイオン電池の事業拡大により、棚卸資産および固定資産が増加資産
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2010年3月末 2011年3月末

Ⅰ-３．貸借対照表・キャッシュフロー

　営業キャッシュフロー

228
255

2011年3月末

主な内訳

（億円）

（億円）

（運転資本は増加せず）

107減価償却費・

143税前利益・ 250
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Ⅰ-３．貸借対照表・キャッシュフロー

　有利子負債

2010年3月末 2011年3月末

553

483 増減要因

長
期
借
入
金

長
期
借
入
金

短
期
借
入
金

短
期
借
入
金
156

327327

226

（億円）

+44設備の賃借化による　
少数株主からの収入

・

70 億円減少額合計

-19配当金、その他・

+44少数株主からの出資等・

-254投資C/F・

+255営業C/F・

債務償還年数　1.9年
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基本方針
　　　当社グループにおいては、このような環境の下、既存事業の更なる収益

力強化、中国・アジアを中心に海外事業の拡大に努め、その収益を源泉と
して長期的な成長へ大きく踏み出すべくリチウムイオン電池事業の育成に
注力する。

Ⅱ-1．2012年3月期 事業計画

経営環境

　　　東日本大震災の影響により、原材料や部品などのサプライチェーンの
停滞や電力供給の制約を受け生産活動が一時的に低迷し、それらが消
費者心理の冷え込みを引き起こすことが考えられ、極めて先行き不透明
な状況にあり、当社を取り巻く環境は必ずしも良好であるとはいえない。
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Ⅱ-1．2012年3月期 事業計画

　

±0円/株8円/株8円/株　配当

（鉛価格）　　　国内建値：26万円／t　　　LME：$2,300／t
（為替レート） 84円／$　2011年度前提条件

+3120117　純利益

+37180143　税前利益

+4180176　営業利益

+1752,9002,725　売上高

増減
2011年度

計画

2010年度
実績

（億円）



20

（億円）

Ⅱ-1．2012年3月期 事業計画

　設備投資額・減価償却費

増減2011年度2010年度

+187052その他

+28130102減価償却費

+250450200設備投資額　合計

+24038海外事業

+230340110リチウムイオン電池事業
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（億円）

Ⅱ-2．2012年3月期 事業計画

　セグメント別業績

+7+125
-20250－－リチウムイオン電池

増減2011年度2010年度

-1+58851,240861,182海外

+4+1751802,9001762,725合計

-15170-42295その他

+1+418570084659国内産業電池電源

-3-494554048589国内自動車電池

セグメント

利益
売上高

セグメント

利益
売上高

セグメント

利益
売上高
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Ⅱ-2．2012年3月期 事業計画

　セグメント別課題

• アジア拠点での自動車・オートバイ用電池の生産・販売　

　体制の強化

• 材料調達コストの低減

海外

• サービス網の活用による差別化戦略の推進

• 計画停電、ピークカット対策電源・電池の拡販

• 産業用リチウムイオン電池の用途開拓促進

国内産業電池電源

• 環境対応車用電池の品質差別化による市場競争力強化

• 販売店への支援強化
国内自動車電池

• リチウムイオン電池搭載車種の拡大

• 栗東工場の稼動に向けた準備

• 生産体制の拡大強化によるコストの大幅低減

リチウムイオン電池
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Ⅲ． トピックス

東日本大震災の影響と復興
＜直接被害＞

　　子会社２社が被災、操業を停止→３月末に生産を再開

＜震災の影響＞

　　2010年度特別損失額：3.4億円

　　完成車メーカーの減産（11年度影響見込額：売上 －80億円）

　　計画停電・ピークカット対策電池・電源装置需要拡大の予測

＜震災への支援＞

　　１億円の義援金を寄付

仮設蓄電池設置（仙台港北IC道路通信設備復旧作業）
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＜ＧＳユアサに出来ること＞

繰返し停電をバックアップする

電源システムをラインアップ

事業所

インフラ

サーバ・POS・空調など事務所・店舗

製造制御機器・人工透析機器など工場・病院

放送局・基地局・防災無線など通信網

踏切・運行管理システム・CCTV・信号鉄道・道路

発電所・変電所電力網

計画停電ピークカット

重要な機器に電力が供給されないリスク

Ⅲ． トピックス　ＧＳユアサに出来ること
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（
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量
：百

万
個

）

世界総需要 ＧＳユアサ販売

重点課題

・ 需要が急伸するアジアでの生産・販売の強化

・ 中国での代理店育成・強化

1.5

6.7

2010年度 2012年度

地域別のＧＳユアサ販売数量

（単位：百万個）

（合計：45.1） （合計：52.6）

アジア　36.9 アジア　43.0

＜世界総需要とＧＳユアサ販売数量＞

TAIWAN

VIETNAM

＜生産・販売を強化する拠点＞

THAILAND

CHINA

INDONESIA

欧米 欧米

その他その他

※：当社推定値
※

Ⅲ． トピックス

海外事業　オートバイ用電池
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※：　当社推定値

5.5 百万個

シェア※ 8%
（総需要※ ：67.0百万個）

生産数量：7.0百万個

6.3 百万個

シェア※ 9%
（総需要※ ：73.0百万個）

生産数量：9.1百万個

中国 (3拠点）

2010年度 2012年度

4.0 百万個

シェア※ 90%
（総需要※ ：4.5百万個）

生産数量：8.7百万個

4.6 百万個

シェア※ 94%
（総需要※ ：4.9百万個）

生産数量：9.0百万個

台湾 (2拠点）

2010年度 2012年度

Ⅲ． トピックス

海外事業　オートバイ用電池／中国・台湾

＜各地域における販売数量＞



29

2.9 百万個

シェア※ 37%
（総需要※ ：7.7百万個）

3.2 百万個

シェア※ 38%
（総需要※ ：8.4百万個）

タイ (2拠点）
2010年度 2012年度

15.7 百万個

シェア※ 89%
（総需要※ ：17.5百万個）

生産数量：18.2百万個

18.6 百万個

シェア※ 88%
（総需要※ ：21.1百万個）

生産数量：21.1百万個

インドネシア (2拠点）
2010年度 2012年度

4.3 百万個

シェア※ 51%
（総需要※ ：8.4百万個）

5.0 百万個

シェア※ 52%
（総需要※ ：9.5百万個）

ベトナム (1拠点）
2010年度 2012年度

※：　当社推定値

Ⅲ． トピックス

海外事業　オートバイ用電池／アセアン
＜各地域における販売数量＞
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：億
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1,000億円

期間

合計

500億円500億円投資額

生産拡大に向けた設備投資

2011/3 　2013/3期

第2次中計

2014/3 　2016/3期

第3次中計

＜売上高の推移＞

車載用リチウムイオン電池事業の拡大

産業用リチウムイオン電池事業の拡大

アプリケーションに適応したさまざまな材
料を組み合わせた製品ラインアップ

高性能新材料の開発

研究開発能力・

世界初の車両用リチウムイオン電池
量産工場の立上げ

大型リチウムイオン電池の生産技術力・

約20年間蓄積した大型リチウムイオン

電池の豊富な研究開発、製造、販売実績

高容量、高電圧に対するノウハウ・

当社の優位性

Ⅲ． トピックス

リチウムイオン電池事業
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超高信頼、超長寿命

多くの実績に基づくノウハウ

製品に展開

産業用分野

宇宙・航空分野

・　アプリケーションに適応した

　 電池システムを開発する

　 実績とノウハウ

・　用途開発による市場拡大

新発売したLIM50Eモジュール

無人搬送車 LRVハイブリッド　トランスファークレーン

スマートグリッド

航空機 衛星

国際宇宙ステーションに

物資を補給する

宇宙貨物輸送機「Cygnus」用

リチウムイオン電池の仕様認証を

オービタルサイエンス社から取得

PV-EVシステムハイブリッド電車

Ⅲ． トピックス

産業用リチウムイオン電池事業の拡大
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0
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2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

（単
位

：千
台

）

EV

PHEV

HEV

出展：IT総研

＜リチウムイオン電池搭載車　世界市場予測＞

2009年 2015年

生産能力の拡大

　20万セル　　3,000万セル

日本、欧州、米国の自動車メーカーへの
積極的アプローチ

新規顧客の獲得

高性能材料の開発

リン酸バナジウムを
正極材料に用いた
リチウムイオン電池

期待できる性能正極活物質

高エネルギーLi-rich 三成分

高エネルギー

高入出力
リン酸マンガン

高入出力リン酸バナジウム

Ⅲ． トピックス

車載用リチウムイオン電池事業の拡大
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Peugeot  
「Partner」

2009年 6月 　　　　　 　2010年～　　　　　　　　　　 　　　 　201X年

Citroën
「Berlingo 」

Citroën     
「C-Zero 」

Mitsubishi Motors 
「i-MiEV」 Peugeot  

「iOn」

2009年　　 　　1900台分/年
2010年　　 　　9000台分/年
2011年(予)   18000台分/年
2012年(予)   50000台分/年

リチウムイオン電池生産能力※

(I-MiEV換算）

※：輸出分、PSA向け供給を含む

Ⅲ． トピックス

車載用リチウムイオン電池事業　EVへの採用拡大

販売開始 　　　　　　 　　PSA向けOEM供給　　　　 　　　 　車種拡大



34

長田野工場（京都府福知山市） シビック　ハイブリッドに
搭載されるセル

シビック　ハイブリッドに
搭載されるモジュール

・ 長田野工場での増産

・ 搭載車種の拡大

・ 用途の開拓・拡大

Ⅲ． トピックス

HEV用リチウムイオン電池

＜今後の取組み＞

2010年 秋 　　　　　 2011年2月　　　　　　 　　　　2011年4月

量産出荷開始
アメリカン・ホンダモーターが全米で

シビック　ハイブリッドを発売

ブルーエナジー　長田野工場

完成
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　この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。

それら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画・予測したものであり

ます。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、この資

料はその実現を確約したり、保証するものではございません。

連絡先

株式会社 ジーエス･ユアサ コーポレーション　

　　　　　　コーポレート室
　中野　宏治　・　山本 靖志　・　谷川 浩一
　Tel : 075-312-1214
　http://www.gs-yuasa.com/jp
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参考資料

　鉛価格の変動

2,390
2,604

243
265

2009年度（4-3月） 232千円 2010年度（4-3月） 239千円

2009年（1-12月） $1,719 2010年（1-12月） $2,148
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　　　　　　 　長田野事業所

工場稼動　　2011年2月

生産能力　　HEV 20～30万台／年

　　　　　　　　

　　　　　　　　　草津工場

工場稼動　　　2009年6月

生産能力　　　EV 6,800台／年

　　　　　　　

　 京都工場
　　　　　　　 （GSユアサ本社内）

工場稼動　　2010年12月

生産能力　　EV  11,000台／年

　　　　 栗東工場

工場稼動　　2012年4月

生産能力　　EV 50,000台／年

参考資料

　リチウムイオン電池 生産拠点

株式会社 リチウムエナジー ジャパン生産拠点

株式会社ブルーエナジー生産拠点

(2011年4月撮影)
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他社情報（リチウムイオン電池）

　加西事業所
（EV用/
HEV用）

徳島工場
新技術棟
（民生用/
HEV用）

住之江工場
（EV用）

ロケーション
（用途）

2009年9月着工
2010年7月竣工

2010年5月着工
2010年11月予定

2008～2011年

投資時期

当初　100万ｾﾙ/月で稼動①約188,000 ㎡
②　　42,831㎡
　 　　(5階建て)

約130億円
（建屋のみ）

①176.597㎡
②93.809㎡

総工費30億円三洋電機
　　
　2011年4月～
　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸの
　完全子会社化

パナソニック
（エナジー社）

　（ﾌﾟﾗｲﾑｱｰｽEVｴﾅｼﾞｰ）
　　ﾄﾖﾀ自動車　80.5%
　　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　19.5%

・3.4Ah/セルの量産を開始

　 （従来品2.9Ah）
・3億個/年へ拡大予定

①1期：
　　11万1,000㎡
②1期：
　　9万4,000㎡

1,000億円
（2期に分けて

建設）

その他
①敷地面積
②建物床面積

投資額社名

新聞、各社発表資料より当社作成
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2012年
生産能力：50万台/年

①約10,000 ㎡座間事業所
民生用
（EV用/
HEV用）

-2008～2011年ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾅｼﾞｰｻﾌﾟﾗｲ

　NEC　51%
　日産自動車　49%

新潟県柏崎市
（柏崎ﾌﾛﾝﾃｨｱﾊﾟｰｸ）

（EV用/
PHEV用）

ロケーション
（用途）

2010年4月着工
2010年10月竣工

投資時期

・生産開始当初、50万ｾﾙ/月(20Ahｾﾙ)
・2011年度中100万ｾﾙ/月
・2015年度売上高目標2,000億円

①33,000 ㎡
②21,000 ㎡

250億円東芝

その他
①敷地面積
②建物床面積

投資額社名

新聞、各社発表資料より当社作成

他社情報（リチウムイオン電池）
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-

3億300万米㌦

1兆ウォン
（約730億円）

総額5億㌦
（約400億円）

投資額

・2012年：2万台分/年
・2015年：EV18万台分/年

-韓国
　蔚山（ｳﾙｻﾝ）市

（EV用/
HEV用/

PHEV用）

2010年11月

SB LiMotive

　ｻﾑｽﾝSDI(50%)と　
　ﾎﾞｯｼｭ(50%)の合弁会社

-

2012年3月

2010年6月

投資時期

欧州

米国
　ﾐｼｶﾞﾝ州ﾎﾗﾝﾄﾞ市

（EV用）

韓国
　忠清北道清原郡

（EV用）

ロケーション
（用途）

工場建設予定

EV5万～20万台分／年

・年間850万ｾﾙ規模のEV用LIBを
生産　→　世界最大規模
・2013年：8000万ｾﾙ/年

その他

-

①約6万 ㎡

①5万7000 ㎡

LG化学

①敷地面積
②建物床面積

社名

新聞、各社発表資料より当社作成

他社情報（リチウムイオン電池）


